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1．はじめに

 ジョイスは1）ublinersを「少年期」「青年期」「成熟期」「社会生活」と

4つの段階に分けたが，1）この‘Eveline'は，分類としては“The Sis-

ters”，“En¢oun亡ers”，“Araby”という三つの作品で構成される「少年

期」に続く，次の段階である「青年期」の最初の作品である。しかし，こ

の作品が書かれたのは阜く，制作順序としては“The Sisters”の次で，つ

ま、りこれは1）ublinersの中で第二作目の作品に当り，1904年9月には

Irish Homesteadに発表されている。2）Tindallはこの作品について，“One

of the earliest of the stories， ‘Eveline' may have set the theme and

tone of the book． Many of the later sdtries seem elaborate variations

upon』 奄?or its extensiorL”3）と述べているように，との‘Eveline'は，

DublineOlsの15篇の作品の中でも一番短い作品ながら，その構成やテーマ

の取り扱い方において他の作品の基本となる作品として認識されているの

である。ゆえに，ジョイスがDublinersにおいて意図したことが全て含ま

れている作品であると言えるのではないであろうか。

 また，Dzablinersの15篇の作品の中で，この‘Eveline'のように，主人公

自身の名前が作品につけられているのはこれだけで，しかもその名前が聖

書に記述されている人類最初の女性「エバ（Eve）」．を連想させるもので

あるということからも‘Eveline'という作品は，大変意味深い作品である

ということが言える。つまり．，ジョイスは，人類最初の女性であり，しか

も人類の母親とされる女性の名前をかりて，この作品の中でアイルランド
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の女性の代表，そしてさらにはアイルランドという国そのものを描こうと

したのではないかということである。しかも，ジョイスはこの作品が発表

された直後，1904年10月に' m'うと共にアイルランドを後にし，‘self-

exile'としてヨーロッパに渡っている。従ってこの作品を書いている問に

アイルランド腕出計画を着々と進めていたわけであるから，この作品にお

いて主人公イーヴリンに，ジョイス自身の思いというものが当然強く投影

されていると思われる。そのような意味においてもこの‘Eveline'は，

Dublinersの中で重要な位軍を占めている作品であるということが言える

のではないであろうカ〕。

II．イーヴリンのおかれた状況

 この物語は夕暮れ時に，主人公イーヴリンが窓のそばで外をながめなが

ら，物思いにふけるところがら始まる。その日はフランクというブエノ

ス・アイレスに住んでいる船員と駆け落ちを決行する日であった。イーヴ

リンはいざダブリンを離れるどなると，郷愁がわいてきて，いろいろなこ

とが頭の中を去来するのである。近所の子どもたちと一緒に楽しく遊んだ

幼い日々，慣れ親しんだ家の様子，今まで働いてきたお店のこと，母親が

わりとしてやってきた家での仕事，母親の最後の様子等である。実は，イ

ーヴリンに家族の誰にも黙って家を出ることを決心させたのは，母親の最

後の様子であった。彼女の母親は，酒好きな夫につくし，子どもの世話を

し，家のきりもりをした典型的なアイルランド女性であった。ただ一つ違

ったことは，錯乱の中で人生の最後を迎えたということである。母親の一

生は，「ありきたりの犠牲をつみ重ねたあげく，錯乱のなかで終わった一

生（life of commonplace sacrifices closing in final craziness／D 41）」4）

であったとイーヴリンは述べている。作者ジョイスも，ノラに宛てた手紙

（1904年8月29日）の中で，母の生きざまをアイルランドの「母」，あるい

は「女」なるものの典型と考えている。「母は父の虐待と長年の苦労と，…

によってゆっくりと殺されたと思います。…僕にはそれが犠牲者の顔だと

わかりました。僕は母を犠牲者とした体制を呪いました。」5）ジョイスは母
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親を犠牲者と考えていたのである。そしてイーヴリンの母親も同じような

犠牲者としてこの作品の中では描いている。

 ひたすら家族につくしたイーヴリンの母親が錯乱状態に陥り，亡くなっ

たというのは，家庭の中で密接に母親に接している若い娘にとっては大変

衝撃的なことであっただろう。母の死後，イーヴリンは「できるだけ家に

いてr家事のいっさいをみる（her promise to keep the home together

as long as she could．／D 41）」という，生前の母親との約束を忠実に守

り，ずっと家族の中で母親の役割をこなしてきた。しかし，このような平

凡な日常生活の中に突然フランクという男性が現れ，恋をし，ダブリンを

「脱出」して彼と一緒にブエノス・アイレスに行くことを約束してしまう。

彼は「やさしく（kind），男らしく（manly），率直な人（open-hearted）（D

39）」で，内気なイーヴリンの心を溶きほぐし，すぐに親しくなる。フラ

ンクはイーヴリンが行ったことのない国や見たことのない船や航路のこと

を話したり，イーヴリンを歌劇男。勿〃z伽Girl”に連れて行ったりした。

しかも，彼は劇場では彼女のために今まで座ったことのないような上席を

用意し，イーヴリンの優越感をくすぐるのである。

 このフランクと一緒に「新しい生活（another life／D 39）」を始めよう

としている「ブエノス・アイレス」は，Jacksonによれば，“The spell-

ing is now standardized as ‘Aires，' and the name means ‘Good Air（s）'

in contrast to the stifling atmosphere of Dublin （which means ‘Black

poo1'）”6）であるという。つまり，「麻痺（paralysis）」で澱んでいるダブ

リンとは正反対の場所である。ゆえにその只中にいる19歳のイーヴリン

が，きれいな澄みきった空気に満たされていると想像しているブエノス・

アイレスに対して憧れを持つのも当然であろう。

 また，結婚をするということもイーヴリンにとっては意味のあることで

あった。当時のアイルランドは，1845年に起った大飢饒や長く続いていた

イギリス支配の影響で，外副ヒ移民する人の数が多く，経済的に大変貧し

い国であった。このような状況の中で，アイルランドでは結婚率も出生率

も低く，従って多くの未婚の男性，女性がいたのである。7）このDubliners
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にもそのような未婚の人々が多く描かれている。“The Sisters”のFlynn

姉妹，“Clay”のMaria，“A Painful Case”のDuffy，“The Dead”の

Morkan姉妹，その姪のMary Janeもそうである。特に当時は女性の職

業が限られていたため，女性が未婚のままで生きていくということは大変

であった。Mariaは，若い時は他人の子どもの子守をし，その子どもが

大きくなってからは，売春婦達の厚生施設で住み込みの下働きとしで働

き，何とか生計をたてていたし，Morkan姉妹や姪のMary Jane達は裕

福な家庭の子女達にピアノを教えることによって生活をしていたが，彼女

達の生活は大変質素であったと推測できる6ゆえに女性にとって単に．「結

婚をする」ということでも大変意義深いことであった。当時のアイルラン

ドの状況を考えると，結婚というのは選ばれた人育けがする特権であった

と言っても過言ではないと思う。従って，19歳の若いイーヴリンがフラン

クと結婚をして，おとぎ話に出てくるような新天地で生活をするというこ

とに魅力を感じるのは仕方のないことなのである。しかし，ここで大切な

ことは，客観的に考えて，・これが本当に彼女にとって明るい未来につなが

るのかということだ。

 というのは，アイルランドは現在でも厳格なカトリック教国だからであ

る。フランクは今ではブエノス・アイレスに住む「移民（Exile）」である

が，母国はアイルランドで，ダブリンには休暇で帰って来ている。つま

り，彼もアイルランドの慣習や社会についてよく知っていると思われる

が，しかし，彼はイーヴリンと結婚を決意したにも拘らず，イーヴリンの

父親を説得するでもなく，ダブリンのカトリック教会できちんと結婚式を

挙げるでもなく，彼女を「駆け落ち」という手段で奪っていこうとしてい

るのである。アイルランドで生まれ，そこで育った者であれば，教会を無

視した結婚とい．うものがどのように取り扱われるかということはよく知っ

ているはずである。つまり，これは教会に対する反抗であるため，彼らの

結婚は正式な結婚とは認められないし，正式な結婚をしないままアイルラ

ンドを出て行くということは，'カトリック教会が支配しているアイルラン

ド社会に対する完全なる決別を意味することで，ゆえに一般市民にとって
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はゆゆしきことであった。

 加えて，イーヴリンがフランクと船でダブリンを出よ、うとしていた港は

“North Wail”（D 42）であるが，当時ここから直接ブェンス・アイレスに

向かう船はなく，途中イギリスのリヴァプールに寄ってそこから出ていた

という事実である68）Kenner他の批評家達は，結婚というのはイギリス

まで連れ出す口実で，フランクはそこでイーヴ．リ'ンを置き去りにするので

はないかとフランクのイーヴリンとの約束に対して疑問をなげかけてい

る。9）10）11）12）また，イーヴリンがフランクとつき合っていることが父親に

わかった時，父は「わしはこういった船乗りの手合いを知っている（I

know these sailor chips．／D 40）」と言い，イーヴリンがフランクとっき

合うことに反対しているが，この父親の言葉を借りるならば，船乗りが娘

をだますということが一般的にあったということがこの言葉によってわか

るのである。さらにJacksonは“‘to go to Buenos Aires'used to mean

to become a prostitute， particqlarly through l a pimp”13）と述べている

が，以上のことから，この「駆け落ち」が将来にかなりの危険をはらんで

いるものであると考えられる。

 但し，イーヴリン自身もその危険性を十分承知していたのかもしれな

い。彼女は「フランクが救ってくれるわ。彼は人生を，たぶん愛も与えて

くれるだろう（Frank would save her． He would give her life， perhaps

                         コloves too．／D 41）」と考えている寮，「たぶん愛も与えてくれるだろう（傍

点筆者。以下同様。）」というのは，恋人と駆け落ちを決心した娘の言葉と

しては頼りないものであると言える。さらに「彼女はこれからフランクと
              
一緒に新しい生活の探険に向かうのだ。（She was about to explore arト

other life with Frank．／D 39）」とも言っているが，1‘explore”というこ

とは，フランクと一緒に行くことが「探険」をするよ．うに危険なものであ

るということを直感的に感じているということではないであろうか。

 実は，この「駆け落ち」ということを考えると，ジョイス自身がノーラ

と同じような形の結婚をレたことは有名である。但し，ジョイスの場合は

アイルランドの厳格なカトリック教会が「芸術」に対して行なっている厳
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しい制限にうんざりし，アイルランドを出たのである。というのは，芸術

家として生きようと決心していたジョイスにとって，当時のアイルランド

は彼が真の芸術家として生きるこ'とのできる場所ではなかったのである。

そこで，ジョイスは芸術家のみならず，人々の生活にまで制限を加えてい

るカトリック教会と決別する決心をし，違った人生を歩むためにアイルラ

ンドを「脱出」し，ヨーロッパで新しい生活を始めることになるのである

が，この経緯と決心を手紙（1904年8月29日付）でノーラに書き送ってい

る。・

Six years ago'1 left the Catholic Church， hating it most fervent-

ly． 1 found it，i impossible for me to remain in it on account of

their pulses．of，my nature． 1 made secret war upon it when 1 was

a student and， declined to accept the positions it offered me． By

doing this' 1 rt）ade myself a beggar but 1 retained my pride． N ow

I make open war upon it by what 1 write and say and do．i‘）

 つまり，ジョイスの「脱出」は，真の芸術家として生きるためだったの

である。

 一方，．イーヴリシの「脱出」の理由は，、「母親のようになりたくない」

ということであった。tt'つまり，夫や家庭や教会に誠心誠意尽くしたにも拘

らず∴錯乱の中で最律を迎えた母親と同じ運命をたどりたくないというこ

とだったのである。彼女にとって母親の存在は，死んだ今も彼女の全てを

縛る鎖であった。イーヴリンはフランクのことをその鎖をほどき，自分に

自由を与えてくれ，自分が欲している幸せというものを全て与えてくれる

「救吟主」のように思うていたのである。つまり，イーヴリンのブエノ

ス・アイレスへの「脱出」は，ジョイスが芸術家として信じるところの自

分の人生を完成させる左めというような「積極的な脱出」ではなく，他人

が素晴らしい人生を与之てくれるのではないかというような受身的な「消

極的な拙・であった面するに・．これ騨なる現実からの「避・鱗
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る。しかもこの「消極的な脱出」は，「もしフランクが将来においても，

過去の一時置のようにイーヴリンに対してやさしく，誠実であれば」とい

うような相手まかせの条件をともなうものであった。そして，さらに，ジ

ョイスとイーヴリンの行動において決定的に異なる点は，ジョイスが実際

にアイルランドを「脱出」したことに対し，イーヴリンは「脱出」する決

心をしながら，ぎりぎりのところでその計画を断念したという点である。

つまり，自分で切り開こうとする「積極的脱出」と他人まかせによる「消

極的脱出」の差がここに出ているのではないかと思われる。

III．ケルトとキリスト教的二重写

 ジョイスはどの作品においても，登場人物の名前をつける場合に大変注

意深く，何からの意図をもって名付けたが，前述のように，主人公の名前

が作品名になっているのはDubliners 15msの作品中，この作品だけである

ので，“Eveline”という名前に億他の作品以上に特別な意味があるものと

思われる。

 この“Eveline”という名前は，聖書において人類最初の女性であり，全

ての女性の根源である「エバ（Eve）」を表していることは多くの批評家の

主張するところであるが，15）16）“Eve”や“Eva”というのは一般的にアイル

ランドで好まれた名前でもあるらしい。17）旧約聖書の「創世記」によれ

ば，神は最初の人間である「アダム（Adam）」を造った後，そのアダムの

助け手として女性を創造したが（創世記2：18～24），この最初の女性が

「エバ（Eve）」である。二人は「エデンの園」で何不自由のない生活をし

ていたが，その後エバは，狡猜なヘビにそそのかされ，神から食べてはい

けないと言われた「善悪を知る木（創世記2：9）」の実を取って食べ，

アダムにも食べるように奨めたことでも知られている。この神の命令に背

いた行為により，二人はエデンの園を追放され，その報いとしてアダムは

「一生苦しんで地から食物を取る（創世記3：17）」者とされ，エバは「苦

しんで子を産む（創世記3：16）」者と定められた。この一連の話からキ

リスト教界では，最初に女性が神の意志に背く，「不従順」という「罪

               （51）



「ジ'ヨイスの‘Eveline'におけるケルト的二重性と循環思想について」

（原罪）」を犯し，その女性によって男性までもが同じ罪を犯すようになっ

たとされ，歴史の中で女性は最初に罪を犯した者として，長い間冷遇され

てきたのは周知の事実である。

 聖書によれば「エデンの園」を追放される時にアダムが妻を「エバ

（Eve）」と名づけたとされている（創世記3：20）。このエバという名前

は，ベブル語で「命ある」という意味で，18）19）彼女から生まれた子供の子

孫が地に満ちることになるので，このエバという名前は「全て生きたもの

の母」（創世記3：20）を表わす言葉でもあるのである。つまり，この

「エバ」から派生するイーヴリンは全ての女性の代表，母の代表と考えら

れる。

 また，「エバ（Eve）」はアイルランドではゲール語の「アイフェ，イー

フェ（Aoiffe）」という名前と対応する名前でもある。20）ケルト神話におい

ては「アイフェ」という名前の女性は三人いる。21）一人は“the Land of

Shadows”の王女で，ク・フーリンをわなにかけようとしたが，恋にお

ち，彼の子を産む女性である。後にク・フーリンは，その息子と戦うこと

になり，自分の息子と知らずに殺してしまうことになる。

 二人目は「海の神」リール王の2番目の妻で，彼女にとっては実の姉で

もあった亡き前妻の子どもたちに嫉妬をし，のろいをかけて白鳥にかえて

しまう。その白鳥たちはのろいのゆえに，3つの異なった場所でそれぞれ

300年を過ごさなければならない運命を課されるのであるが，アイフェの

行為に気付いた彼女の父が今度は彼女にのろいをかけ，この世から消して

しまうのである。

 三人目はマナナーン・マックリールの息子の恋人で，その恋人は白鳥に

され，殺されてしまう，。そして，その皮でバッグが作られるのであるが，

それが「フィアンナの宝のべッグ」ζして有名になるという話である。

 さらに，「アイフェ，イーフェ（Aoiffe）」というのは，歴史的にはアイ

ルランドがイギリスの支配を受けるきっかけを作ったレンスターの王の娘

の名前でもある。レンスター王ダーモット・マックローはアイルランドで

の戦いに破れ，イギリスに逃れることとなったが，レンスターを奪還する
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ために，当時のイギリス王であるヘンリー2世に臣下の誓いをたて，その

見返りとして援助を求めるのである。結果，ウェールズの優れた武将であ

ったス．トリゴイル伯爵，リチャード・フィッツギルバート・ド・クレア，

通称「ストロングポウ（強弓）」将軍に自分の娘と結婚させることと，後

に王位継承権を与えることを条件に，援軍を頼み，その結果マックローは

再度アイルランドを手中におさめることができたといういきさつがある。

ストロングボウ将軍は約束通り，マックn一の娘イーフェと結婚をし，そ

して，マックロー亡き後はアイルランドの王位継承者となるが，その後，

兵を率いてアイルランドに上陸したヘンリー2世にアイルランド全土を献

上するのである。ここにイギリスのアイルランド支配が始まる。1171年の

ことであった。さらに，1175年にはヘンリー2世のアイルランドに対する

宗主権を確認した条約，「ウィンザー条約」が結ばれる。

 つまり，アイルランドはその後800年の間イギリスの植民地となるので

あるが，イーフェはアイルランドが植民地化されるきっかけになった女性

であり，父親の権力維持のために外国人と政略結婚をさせられた女性なの

である。不従順という罪により楽園を追放された「エバ」は夫に従属する

者となり，父の欲望によって売られた「イーフェ」がイギリス人に従属す

る者となったというのは，皮肉な共通点ではないであろうか。

 従って，「イーヴリン」という名前にはこのようなキリスト教的意味合

いと，ケルト的，アイルランド的意味合いという二重の意味が込められて

いると思われる。ゆえに，イーヴリンというのは，キリスト教的なものと

ケルト的なもの両方に影響されてきた，そして今も影響され続けているア

イルランド女性の代表でもあるし，その両方を融合しているアイルランド

という国そのものの象徴でもあると言えるのではないであろうか。

 実は，ジョイス自身もアイルランドのことをUlyssesでは，「さまよい

歩く老婆。不滅なる存在が卑しい姿に身をやつして，おのれの征服者とや

くざな裏切り者とに使えている。どちらからもなぶられている娼婦（A

wandering crone， lowly form of an immortal serving her conqueror

and her gay betrayer， their common cuckquean，…a messenger from
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the secret'morning．）」，22）「自分は二人の主人，すなわちイギリス人（大英

帝国）とイタリデ人（ローマ・カトリック）に仕える身だ（Iamaserv-

ant of two masters，…an English and an Italian．）」23）と述べているし，．

また，A Portrait Of the、A rtist as a Young Man．ではアイルランドの教会

のことを「キリスト教世界のはしためである教会（achurch which was

the scullerymaid of christendom）」24）とも述べている。つまり，アイル

ランドは長い間，政治的にはイギリスに，宗教的にはローマ・カトリック

に支配されるようになり，イーフェが王女からストロングボウ将軍に隷属

するはしために転落したように，アイルランド自身も女神ダヌの国から，

はしためや娼婦に転落した国そのものなのである。また，A．Po rtraitでス

テイーヴン・ディーダラスが，アイルランドを「仔豚を食べる雌豚」にた

とえているように，「『愛蘭は母であり女である』というイメージはジョイ

スやオブライエンなど愛蘭作家が共通に描くもので1）それはケルト民族が

受け継いできた大地母神信仰に椹ざす精神的遺産によるものであり，・こう

した風土と母（女）というものに共通した性格は，ともに生命の源であり

ながらその生命の自由な飛翔をはばむところにある」と言われている。25）

IV．イーヴリンとケルト的循環思想

 この作品に象徴的なものとして扱われているものに「ちり・埃（dust）」

がある。この作品の中に名詞の「ちり・埃（dust）」は2回，動詞の「埃を

はらう（dust）」は1回，「形容詞「埃っぽい（dusty）」は2回使用されてい

る。要するに合計5回この「ちり」に関する記述があるわけであるが，こ

の作品では「ちり・埃（dust）」は，イs一一・'ヴリンが「い6たいぜんたいこの

埃はどこから来るのかといぶかりながら，ずいぶん長い年月の問一週間に

一度ずつ埃をはらってきた（…she had dusted once a week』 ?盾?so

many years， so wondering where on earth all the dust came from／D

37-38）」ものである。これに対してLeonardは，“Dust may appear in-

significant， but it is also impossible， without extraordinary effort， to

stop it entirely or control it completely．”26）と述べている。はらっても
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はらっても，またいつしかたまっている埃は，過去から現在において常に

循環しているものである。そしてその「埃をはらう」という動作はイーヴ

リンや彼女の母親だけでなく，アイルランドの女性たちが何世紀にも亘っ

て繰り返してきた仕事でもある。ここにも過去と関連のある循環思想が現

れているのではないであろうか。

 “dust”はまた聖書でいうと，「人」を表すものでもある。「主なる神は

土のちりで人を造り，命の息をその鼻に吹ききれられた。（創世記2：

7）」つまり人を；構成しているものが“dust”である。、そして，人は神の意

志に背くという罪を犯し，エデンの園から追放された時から，生命が終わ

る時には“dust”になるように運命づけられた。「あなたは顔に汗してパン

を食べ，ついに土に帰る，あなたは土から取られたのだから。あなたは，

ちりだから，ちりに帰る。（創世記3：19）」という言葉により，“dust”

は人間の死後の姿そのものでもある。また，人は「ちり」から造られ，そ

の「ちり」に帰るわけであるから，これはまさしくケルトの「循環思想」

にもつながるものであると言える。さらに，ケルトの末喬たちはあの世に

生きる過去の人，つまり「死者（the dead）」にいつも影響されながらこの

世で生きているのであるから，彼らはそのような目に見えない死人だけで

はなく，“dust”という目に見える形を取った過去や死を意味するものに

覆われ，常に影響を受けているとも言えるのではないであろうか。彼らは

意識すると，意識しないとに拘らず，この世とあの世．を行き来する

“dust”の循環の中に既に組み込まれているのかもれない。少なくともイ

ーヴリンはその“dust”が何ものなのか，どこから来るのかはわからなか

ったが，その存在は知っていたのである。そしていつもその“dust”と密

接に関わっていた。ゆえに，イーヴリンをアイルランドの家庭に縛りつけ

ていたものは，実は「母親との約束」ではなく，本当はこの“dust”とい

う過去とのつながり，さらには「死者」の存在そのものなのかも知れな

い。

 フランクと共にアイルランドを出て行こうか，それとも留まろうかと思

い悩むイーヴリンに「脱出」を決心させたのは，“Derevaun Seraun！（D
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41）”という全く意味がわからない，亡き母の狂気に満ちた叫び声であっ

た。この意味につい：てTinda11は“The end of pleasure is pain．”27）とい

う意味のゲール語であるとし，Brandaburは，“the end of song is rav-

ing madness”28）の意味であるとしているが，どちらの意味を取るにして

も，フランクと「脱出」した場合のイーヴリンの将来を言い当てたような

内容は，ある意味で彼女の母親の彼女への貴重な遺言であったとも言え

る。しかし，まだ若いイーヴリンにはその意味が十分理解ができず，むし

ろ臨終の母の狂気の姿に恐怖を覚え，それが「脱出」の原動力となったわ

けであるが，いざ港に行っても彼女は錯乱状態である。フランクの話に答

えることもできず，頬は青ざめ，まるで「死者（the dead）」のようであっ

た。ここで彼女は初めて神に祈るのである。その時，船の汽笛が鳴る。

「船は長い，悲しい汽笛を霧のなかに吹き鳴らした。（The boat blew a

long mournful whistle into the mist．／D 42）」ここで使用されている

“mournful”という単語は，死者を悼む「場合に使う言葉である。つま

り，”mournful whistle”とは「死を予告するような汽笛（警笛）」であ

る。そして，その余韻をひきつぐような「鐘（警鐘）が彼女の胸に鳴りひ

びいた。（Abell clanged upon her heart．／D 42）」そして，この死者から

の警鐘の音によってイーヴリンは我に返り，' _ブリン「脱出」を思いどど

まる。これが彼女の初めての人生の決断である。さらに，彼女はここで初

めて自己を見いだす。アイルランド人としての「アイデンティティ」の発

見である。

 この最後の場面で最終的な決断を迫られた時，イーヴリンは「なすべき

義務をお示し下さい」と神に祈るが，これはイーヴリンの能動的な行動で

あると言える。今までただフランクが「幸せ」を運んでくれると，全て受

身的に将来を夢みてい．たイーヴリンの姿からすれば，大変な違いである。

そして，興味深いことは，神に祈った祈りに対して神が応えるのではな

くs死者からのメッセージであるかのような“mournful whistle”が彼女

に応えることである。この死者が応えるということもケルト的二重性を示

すものではないであろうか。
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 イーヴリンは，たとえ，母親のようになろうとも，・未婚のまま“Clay”

のMariaのような晩年を送ろうとも，ダブリンで“dust”を見つめなが

ら，その“dust”の中で生きるという決心するのである。これは時がくれ

ばイーヴリンもいっかケルトの先祖達と同じ“dust”になるということを

意味する。つまり大地にかえり“dust”となり，また天に舞い上がり，

人々の上に降り注ぐ存在となるのである。そして，『この循環は永遠に続

く。これこそまさしくケルト特有の「循環思想」そのものではないであろ

うか。おそらくイーヴリンはこの時初めてダブリンの“dust”が何なのか，

“dust”がどこから来るのか認識したと思われる。

V．おわりに

 波止場での最後の場面で，イーヴリンを「精神的麻痺」に陥った鉄棚の

中にいる動物にたとえ，その否定的側面を中心に解釈している批評家が多

いが，果たしてこれを何も決断できない「精神的麻痺」の状態というだけ

で片づけてよいものであろうかと思う。というのは，少なくともジョイス

はこの最後の場面で，フランクを「栄光の未来を約束する救い主」として

は描いていないからである。それよりもむしろ，ジョイスは彼を，イーヴ

リンを「海にひきずりこみ，溺れさせようとしている」者として描いてい

る。そしてイーヴリンは，「脱出」の土壇場でそのようなフランクの真の

姿とその背後にある海の存在に気付き，「苦悩の叫び（acry of anguish）」

をあげるのである。彼はまさしくイーヴリンに「生」を与える救い主では

なく，「死」を与える海からの使いであることに気づく瞬間である。

North Wallからフランクと行くところは，イーヴリンにとって輝く未来

ではなく，暗黒の死の世界であったのである。29）これを悟ったイーヴリン

はというと，「蒼白の顔（white face）」をしている。まさにこれは死人に

出会った時の驚愕の顔色ではないであろうか。そして，魂も救いも何もな

い異国の「死人」に対して「愛のしるしも，別れのしるしも，彼を認める

しるし（no sign of love of farewell or recognition）」も示さないのは当

然のことであると思われる。米本氏は，イーヴリンは「海を渡って異国へ
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行き新しい生活を実際に試みようという好機と，それを拒否する機会とを

あたえられた唯一の人物である」30）と述べているが，これはつまりこの最

後の場面で，イーヴリン自身がアイルランドに留まることを積極的に選択

したということを意味している。そして，興味深いことにイーヴリンはそ

れを「ケルティック・トワイライト（Celtic Twilight）」の中で決心した

のである。これはケルト暦でいテところの一日の始まりに当るので，彼女

のケルトの末喬としての人生の始まりを象徴しているのではないであろう

か。しかも，ζの夕暮れ時は聖書の世界における一日の始まりでもある。

ゆえに，ここにもケルト世界とキリスト教世界とを融合しているアイルラ

ンド的二重性を見ることができるのである。

 イーヴリンにとってそれは「繰り返す歴史の中で生きる」という決断で

もあった。この「歴史の繰り返し」は，どの民族においても当然ありうる

ものであるが，しかし，アイルランド人は，その「歴史の繰り返し」に特

に固執した民である。なぜなら彼らは，他の国以上に「西の世界（anoth-

er world）」に思いを馳せ，「死者（the dead）」に影響されながら，あた

かも死者と同じ時を共有しているかのように生きてきたからである。つま

り，これは過去に影響され，過去に強く支配されていることをも意味す

る。このアイルランドの過去や苦悩の歴史，長い間守り続けてきた慣習

が，アイルランドに住み続ける典型的なアイルランド人全てにとっての

「櫨」でもあるし，ある意味においては，アイルランド人を外界から守る

「砦」でもあるのである。そしてそれらを土台とし，常に過去を見つめな

がら生きるということは，発展性のない生き方というわけではなく，むし

'ろ，アイルランド人をアイルランド人たらしめる生き方なのである。

 イーヴリンがフランクとの駆け落ちを決心した時，彼女を思い留まらせ

たのは，彼女の家庭であり，彼女の少女時代（過去）の思い出であり，母

との約束であり，死を悼むような船の霧笛や鐘の音であった。イーヴリン

は人が幸せを運んでくれる，人が幸せを作ってくれるという他人まかせの

受動的な人生の築き方ではなく，過去を土台とし，過去に支配されながら

も，永遠を基本とするアイルランド人として，そのアイルランドの歴史の
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環の中に入り，自国の歴史を作っていくという積極的な決断をここでした

のである。これが他の場所に幸せを求めずに，自分の中に幸せを見つける

というアイルランド的な生き方の典型ではないであろうか。

 このように，Dublinersの初期の作品“Eveline”においても過去や死の

世界への認識，及び回帰，ケルト的循環悪想の受容と参加，さらにはこれ

らによるアイルランド人としてのアイデンティティの回復というテーマが

明確に描かれているが，Dzablinersの最後の作品“The Dead”においても

これは同様である。というのは，主人公Gabrie1は，アイルランド人であ

りながら，常に東（イギリスやヨ・一一ロッパ）に眼を向けている“West

Briton”（アイルランド人でありながら，イギリスにかぶれている人のこ

・とを椰楡した言葉）で擦ったが，Lily， Ivors嬢，妻のGrettaという三人

の女性により，それまで嫌っていたアイルランド的なものに対する素晴ら

しさを認識し，ケルト的西の世界「異界，または彼岸（the Otherworld）」

を受け入れる。それは「エピファニーの日」（1月6日）の夜に7・アイル

ランド全土に降る“snow”に影響されたも一のであった。この“snow”は最

後の時の到来のように，静かにすべての「生者（the living）」と「死者

（the dead）」の上に，同じように降り注ぐ。雪というものは，後に蒸気と

なって天にのぼり，時期がくれば，また地上に降り注ぐというケルト的循

環思想の象徴そのものである。つまり，“snow”は，“Eveline”の“dust”

と同じ，「あの世（another world）」と「この世（this world）」を行き来

し，人々に影響を与えるものであると言える。この“snow”によって「彼

（Gabriel）の魂は，死せる人々のおびただしい群れが住む，あの世界に近

づき（His soul had approached that region where dwell the vast hosts

of the dead／D 255）」，ついには「西の旅に出かける時がきた。（The

time had come for him to set out on his j ourney westward／D 255）］

と，Gabrielに初めてケルト的西の世界を受け入れさせるのである。これ

がGabrielがアイルランド人としてのアイデンティティを確立した瞬間で

あると思われるが，このように，この“Eveline”というDublinersの初期

の作品におけるテーマが，確実に最後の作品である“The Dead”にも生
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かされ，一つのサイクルを作っている。これが“Eveline”がDublinersの

基本となる作品と言われる所以である。

 従って，主人公イーヴリンは，．'Dublinersの中の登場人物の代表である，

とも言える。これがジョイスがわざわざ「人類の母」，または「アイルラ

ンドの母なる大地」を現わす「エバ（Eve）」を象徴する名前を主人公につ

けた理由ではないであろうか。つまり，イーヴリンは全て0アイルランド

人の代表として描かれているのである。彼女は，アイルランドを脱出する．

ことができたにも拘らず，アイルランドに留まった。この後もイーヴリン

は，Miss Gavanから小言を言われながちお店で売り子として働き，家庭

では父親や幼い子ども達のためにかいがいしくつくし，そしてそのうち彼

女は母親のように結婚するかもしれないし，Mariaのように未婚のまま

一生を終るかもしれない。しかし，どのような人生を送るにしても，アイ

ルランド人としてアイルランドに定住することを決心したイーヴリンの人

生は，円環をともなったケルト十字架が象徴するように，全てが過去につ

ながるものとなり，過去を繰り返すものとなるのである。まさに，アイル

ランドの歴史のように。そして彼女の先祖のケルト人達がそうであったよ．

うに，イーヴリンも循環する歴史の一つとなり，彼女自身が“dust”とな

って「この世（this world）」と「あの世（anρther world）」を循環しなが

ら，人々の上に降り注ぎ，「人々に影響を与える存在となるのである。，
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